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女川町災害廃棄物の
清掃工場における受入れ

東京二十三区清掃一部事務組合とは

２３区の総意で設置した特別地方公共団体

東京都
に委託

東京都
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から
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現地の焼却試験結果の確認
①東京都による評価
②清掃一組による評価

清掃一組での試験焼却結果
の確認

今後の災害廃棄物の受入れ

清掃一組での災害廃棄物受入れまでの事前確認

① 現地の通常ごみ焼却時との比較

② 清掃一組の測定結果との比較

現地の焼却試験結果の清掃一組による評価(1)

【主な比較項目】
排ガス、焼却灰など

【関係法令】
大気汚染防止法
ダイオキシン類対策特別措置法など
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測定項目：窒素酸化物（排ガス） 試料採取箇所：煙突

[ppm]

現地の焼却試験結果の清掃一組による評価(2)

清掃一組の
出現範囲

法規制値（現地施設）： 250 [ppm]

１３ ppm

石巻広域
クリーンセ
ンターの
出現範囲

焼却試験 通常ごみ焼却

[ng-TEQ/㎥N ]

石巻広域
クリーンセン

ターの
出現範囲

清掃一組の
出現範囲

法規制値（現地施設）： 0.1 [ng-TEQ/㎥N ] 

測定項目：ダイオキシン類（排ガス） 試料採取箇所：煙突

0.00088ng

-TEQ/㎥N 

現地の焼却試験結果の清掃一組による評価(3)

焼却試験 通常ごみ焼却
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① 現地の通常ごみ焼却時との比較

② 清掃一組の測定結果との比較

現地の焼却試験結果の清掃一組による評価(4)

いずれも災害廃棄物を焼却した

影響は見られませんでした。

■ 実施工場・期間
①大田清掃工場

搬 入 ：平成23年12月10日・13日
試験焼却 ： 〃 13日～14日

②品川清掃工場
搬 入 ：平成23年12月17日・20日
試験焼却 ： 〃 20日～21日

■ 実施方法
現地で安全性が確認された女川町の災害廃棄物

を20％の混合比率で焼却

■搬入実績 大田清掃工場：約60トン
品川清掃工場：約80トン

清掃一組の試験焼却の概要
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■ 通常のごみ焼却との比較

■ 法令及び各清掃工場の協定の
基準

清掃一組の試験焼却における確認のポイント

清掃一組での試験焼却の主な測定項目

排ガス放射能濃度 など
放射能濃度
アスベスト
ダイオキシン類
ばいじん
硫黄酸化物
窒素酸化物
塩化水素 など
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清掃一組での試験焼却の主な測定項目

排水

放射能濃度
ダイオキシン類 など

清掃一組での試験焼却の主な測定項目

放射能濃度 など

主灰

飛灰

飛灰処理汚泥
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清掃一組での試験焼却の主な測定項目

清掃工場の敷地境界、
東西南北の４地点で測定

敷地境界空間放射線量率

清掃一組の試験焼却結果（排ガス）

■ 〔大田清掃工場〕

※1 セシウム134とセシウム137の両方が検出された場合には、各放射性物質の
濃度限度に対する割合の和が1以下でなければならない。
〔（セシウム134 の濃度÷20） ＋（セシウム137 の濃度÷30） ≦１〕

※2 大田清掃工場には、この基準が適用にならないが、目安として示した。

大田清掃工場
〔参考〕
清掃一組

全清掃工場法基準値
３号炉

(混合ごみ)

１号炉
(通常ごみ

のみ)

放射能
濃度

（㏃/㎥N）

ヨウ素
131

― 不検出 不検出 不検出

セシウム
134

20 ※1 不検出 不検出 不検出

セシウム
137

30 ※1 不検出 不検出 不検出

アスベスト
（本/L）

10 ※2 不検出 不検出 不検出

ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥N）

1 0.00041 0
0 ～

0.011
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清掃一組の試験焼却結果（排ガス）

■ 〔品川清掃工場〕
品川清掃工場

〔参考〕
清掃一組

全清掃工場法基準値
２号炉

(混合ごみ)

１号炉
(通常ごみ

のみ)

放射能濃度
（㏃/㎥N）

ヨウ素
131

― 不検出 不検出 不検出

セシウム
134

20 ※1 不検出 不検出 不検出

セシウム
137

30 ※1 不検出 不検出 不検出

アスベスト
（本/L）

10 ※2 不検出 不検出 不検出

ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥N）

0.1 0.0000068 0.000021
0 ～

0.011

※1 セシウム134とセシウム137の両方が検出された場合には、各放射性物質の
濃度限度に対する割合の和が1以下でなければならない。
〔（セシウム134 の濃度÷20） ＋（セシウム137 の濃度÷30） ≦１〕

※2 品川清掃工場には、この基準が適用にならないが、目安として示した。

清掃一組の試験焼却結果（排ガス/大気汚染防止法関連）

■ 〔大田清掃工場〕

大田清掃工場
〔参考〕
清掃一組

全清掃工場

基準値
3号炉

(混合ごみ)

1号炉
(通常ごみ

のみ)法律 協定値

ばいじん
（g/㎥N）

0.08 0.02 不検出 不検出
不検出

～ 0.004

硫黄酸化物
（ppm）

66 20 不検出 不検出
不検出
～ 6

窒素酸化物
（ppm）

79 70 48 45
16

～ 52

塩化水素
（ppm）

430 15 不検出 不検出
不検出
～ 13
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清掃一組の試験焼却結果（排ガス/大気汚染防止法関連）

■ 〔品川清掃工場〕

品川清掃工場
〔参考〕
清掃一組

全清掃工場

基準値
2号炉

(混合ごみ)

1号炉
(通常ごみ

のみ)法律 協定値

ばいじん
（g/㎥N）

0.04 0.01 不検出 不検出
不検出

～ 0.004

硫黄酸化物
（ppm）

61 10 不検出 不検出
不検出
～ 6

窒素酸化物
（ppm）

75 50 36 38
16

～ 52

塩化水素
（ppm）

430 10 不検出 不検出
不検出
～ 13

２つの清掃工場とも、
すべての測定項目で、
女川町の災害廃棄物を
焼却した影響はみられません
でした。

清掃一組の試験焼却結果（排ガス）のまとめ
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大田清掃工場 〔参考〕
清掃一組

全清掃工場法基準値 試験焼却 通常

放射能濃度
（㏃/L）

ヨウ素
131

― 不検出 不検出 不検出

セシウム
134

60 ※ 不検出 不検出
不検出
～ 18

セシウム
137

90 ※ 不検出 不検出
不検出
～ 15

ダイオキシン類
（pg-TEQ/L）

10 0.014 0.0040 
0.000018

～ 2.1

清掃一組の試験焼却結果（排水）

■ 〔大田清掃工場〕

※ セシウム134 とセシウム137の両方が検出された場合には、各放射性物質の
濃度限度に対する割合の和が1以下でなければならない。
〔（セシウム134 の濃度÷６0）＋（セシウム137の濃度÷９0）≦１〕
大田清掃工場には、この基準が適用にならないが、目安として示した。

品川清掃工場 〔参考〕
清掃一組

全清掃工場法基準値 試験焼却 通常

放射能濃度
（㏃/L）

ヨウ素
131

― 不検出 不検出 不検出

セシウム
134

60 ※ 不検出 不検出
不検出
～ 18

セシウム
137

90 ※ 不検出 不検出
不検出
～ 15

ダイオキシン類
（pg-TEQ/L）

10 0.00014 0.00039 
0.000018

～ 2.1

清掃一組の試験焼却結果（排水）

■ 〔品川清掃工場〕

※ セシウム134 とセシウム137の両方が検出された場合には、各放射性物質の
濃度限度に対する割合の和が1以下でなければならない。
〔（セシウム134 の濃度÷６0）＋（セシウム137の濃度÷９0）≦１〕
品川清掃工場には、この基準が適用にならないが、目安として示した。
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２つの清掃工場とも、
すべての測定項目で、
女川町の災害廃棄物を
焼却した影響はみられません
でした。

清掃一組の試験焼却結果（排水）のまとめ

清掃一組の試験焼却結果（飛灰処理汚泥）

■ 〔大田清掃工場〕

大田清掃工場 〔参考〕
清掃一組

全清掃工場法基準値 試験焼却 通常

放射能濃度
（㏃/kg）

ヨウ素
131

― 不検出 不検出
不検出

～
1,050

セシウム
合計

※１

8,000 1,537
1,736

～
3,660

339
～

11,640

ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

3 ※２ 1.6 1.1 
0.11
～ 9.5

※１ セシウム134とセシウム137の合計
※２ 大田清掃工場には、この基準が適用にならないが、目安として示した。
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清掃一組の試験焼却結果（飛灰処理汚泥）

■ 〔品川清掃工場〕

※ セシウム134とセシウム137の合計

品川清掃工場 〔参考〕
清掃一組

全清掃工場法基準値 試験焼却 通常

放射能濃度
（㏃/kg）

ヨウ素
131

― 26 不検出
不検出

～
1,050

セシウム
合計

※

8,000 655
426
～

1,275

339
～

11,640

ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

3 0.27 0.23 
0.11
～ 9.5

清掃一組の試験焼却結果（飛灰処理汚泥）

■ 放射能濃度（セシウム合計）

大田清掃工場停止中

品川清掃工場停止中

基準値（国）：8,000Bq/kg

試
験

（
大

田
）

試
験

（
品

川
）

（Bq/kg）
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清掃工場の放射性物質除去の仕組み(1)

固体状の
セシウム

清掃工場の放射性物質除去の仕組み(２)

バグフィルターの断面図

ろ布

プレコート層飛灰
消石灰
助剤

活性炭

ばいじんは
数十μｍ

飛灰貯留槽へ

１μｍ以上の
粒子を確実に除去

ろ過された
排ガス

塩化セシウムが
付着したばいじん
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（μSv/h）

清掃一組の試験焼却結果（空間放射線量率）

■ 敷地境界〔大田清掃工場〕

1
2
月

1
0
日

午
前

〔
搬

入
前

〕

1
2
月

1
0
日

午
後

〔
搬

入
中

〕

1
2
月

1
5
日

午
前

〔
焼

却
後

〕

1
2
月

1
3
日

午
後

〔
焼

却
中

〕

（μSv/h）

清掃一組の試験焼却結果（空間放射線量率）

■ 敷地境界〔品川清掃工場〕

1
2
月

1
7
日

午
前

〔
搬

入
前

〕

1
2
月

1
7
日

午
後

〔
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〕

1
2
月

2
2
日

午
前

〔
焼

却
後

〕

1
2
月

2
0
日

午
後

〔
焼

却
中

〕
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■法令や各清掃工場の協定の基準に
適合した処理ができました。

■ごみ焼却の状況は、通常運転時と
同程度でした。

清掃一組の試験焼却による確認結果

女川町の災害廃棄物を適正に処理
できることを確認しました。

（１）受入期間
平成24年３月以降、平成25年3月まで

（２）受入工場
稼働中の全清掃工場

（３）受入量
１日平均150トン

（４）通常ごみとの混合比率
災害廃棄物は通常ごみに対して

10%以下

今後の災害廃棄物の受入れ
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■ 受入先・受入量・期間
計画（月間・週間）及び受入量に
ついて、清掃一組ホームページで
公表していきます。

■ 放射能濃度等の測定
継続して測定を実施し、清掃一組

ホームページで公表していきます。

災害廃棄物の受入れ・放射能濃度等の公表

〔関連情報ＵＲＬ〕

東京都環境局
http://www.kankyo.metro.tokyo.jp/

東京二十三区清掃一部事務組合
http://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/topics/onagawa.html




